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三重大学社会連携研究センター
産学官民連携を推進する三重大学の「総合窓口」です

三重大学 産学官民連携マガジン
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31 三重大学の利用方法/編集後記

写真提供：神宮司庁

産学官民連携は
人と人との結びつきから始まります。

とは

　-Yu i-結（ゆい）とは、結ぶということ。また、結とは、相互扶助の精神を意

味する言葉であり、労働力を出し合って行う田植え、稲刈りなどの生活の

営みを維持していくための共同作業を指す、人々による共同体が形成され

る過程で生まれたとても歴史のある言葉です。

　本誌「Yu i」は、地域圏大学である三重大学と地域社会との産学官民連携

の取り組みのなかから、地域の良さを見つめ直し、三重地域が長い歴史の

中で培ってきた潜在力を掘り起こして、未来につなげていこうとする雑誌

です。

　大学の研究者の研究にかける思いや地元企業が生みだしたこだわりの

製品・技術など、さまざまな立場で活動する方々の生の声を拾い上げ、お届

けします。人との結、産業との結、地域との結、そして、読者との結、さまざ

まな結びのかたちを紹介し、自治体、企業とも連動しながら、三重県に関係

する人々のための「コミュニティー」づくりを目指していきます。
28「よみがえりの門前町」に向けた観光活性化プロジェクト

29 連携活動日記

12

「尾鷲セラピスト」養成講座スタート！
熊野古道案内のスペシャリスト

13 特集 獣害対策の取り組み
20 地域を元気にするドリンクで、まちおこし

人生を豊かにする大学講座09

三重のオンリーワンは世界とつながっている06

ＢＣＰ策定セミナー08

04 特集 特色あるまちの取り組みPR

● 四日市を知る
～四日市編～

24 対談 藤堂高虎に学ぶ
大門商店街の活性化後編

22 津センターパレスにつみきプラザがオープンしました

23 三重大学地域戦略センターの紹介
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四日市を知る
この場所にしかない歴史や魅力に出合おう

商工業のまちとして知られる四日市市ですが、その商工業を支える港や、
高いシェアを誇る伝統工芸など、知っているようで知らないものがあるのです！

四日市市の歴史
　“四”のつく日に定期市が立っていたことに由来する四日市。江戸時代に、市場町・湊町である四日市に「宿場
町」「陣屋・代官所の町」としての顔が加わり、北勢地域における行政・商業の中心地として知られるように。幕
末から明治にかけて、菜種油や肥料の生産・取引によって栄え、四日市港の修築から生糸・紡績を中心とした
繊維工業、機械工業や化学工業の進出が相次ぎ、商工業都市に進展。昭和30年代以降、大気汚染等の公害
をもたらすこととなりましたが、現在では行政や企業が環境浄化に努め改善されつつあります。

中部圏の物流を支えるウォーターフロント

四日市港

　四日市港は明治32（1899）年に開港し、主に羊毛や綿花の輸入港とし
て栄え、昭和27（1952）年には、特定重要港湾に指定。中部圏における代
表的な国際貿易港として、また日本有数の石油化学コンビナートを擁する
エネルギー供給基地として重要な役割を担っています。開港100周年を記
念して誕生した高さ100ｍの四日市港ポートビルの展望室「うみてらす14」
からは、セントレアや鈴鹿山脈などが一望でき、工場夜景への注目によって
多くの人が訪れています。

いつの世までも栄える焼物

萬古焼

　「割れない土鍋」として全国シェア80％～
90％を誇り、萬古土鍋や紫檀色の萬古急須
が代表です。
　室町時代より有力な陶器専属の廻船問屋
であった沼波家（ぬなみけ）が、江戸時代にな
り作り始めたのが始まり。「萬古」「萬戸不易」
という名前は、いつの世までも栄える優れた焼
物という意味であり、「萬古屋」という屋号から
命名されました。明治後期、半磁器（土生地
が磁器土と陶土の半々）の製造技術開発によ
り、萬古食器が一般家庭に普及。それにより
萬古食器の生産は飛躍的に伸び、全国有数
の陶磁器産地となりました。昭和54年には伝
統工芸品に指定。近年ではタジン鍋やIH調
理器具用の土鍋なども開発されています。

Day Night

うみてらす14より見た景色。昼と夜二つの顔を楽しめるので、多くの人に人気です。

慈善橋即売場
四日市市八幡町
（三滝川慈善橋付近） 
2,7,5,0のつく日 
7：30～12：00 

所

日

時

日永朝市マーケット
四日市市日永一丁目
（近鉄日永駅東）
偶数日
8：30～12：00

所

日

時

定期市

昔から続く、「定期市」。生鮮食品、卵など
安くて獲れたて新鮮なものが手に入りま
す。その他に、お茶、パン菓子類、衣料
品、日用品も売られています。

宮妻峡
みやづまきょう

内部川上流の渓谷で、鈴鹿山脈の峰に挟まれ、間を清流
が流れています。水沢の紅葉谷は江戸時代の歴代藩主
がモミジ以外の木を除去し、モミジだけを育ててきた地で、
紅葉の季節になると真っ赤に色づき紅葉スポットとしても
有名です。猿丸大夫の「奥山に…」の歌はこの地で詠ま
れたといわれており、歌碑も立てられています。また、登
山、ハイキングコースやキャンプ地が密集しています。

所

ア

真っ赤に色づく紅葉と
清流に癒される

四日市の味覚を
　　　 手軽に楽しめます

安くて獲れたて、
新鮮な食材を求めて

種類も豊富で、自分にあっ
たものが見つかるはず。

四日市市水沢町
近鉄四日市駅から宮妻口行きバス45分 終点下車徒歩45分

写真提供：四日市観光協会 所 059-357-0381
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東日本大震災以降、BCP（事業継続計画）に注目が集まっています。

中部地区においても、M8レベルの東海・東南海・南海地震の発生が

30年以内に87%の確率で発生すると想定されており、

企業にとって大災害発生時に早期に事業を再開できる計画を立てておくことは急務です。

四日市地区リスクマネジメント研究会 

4.5. 会社周辺地域の被害想定を

示した地図を眺め、経営資源の

状況把握を進める。周辺が埋立

地ということもあり「液状化」に

対する判断や対策についての質

問が多く出た 

1.人文学部法律経済学科の青木雅生准教授によ

る「BCP基本方針の考え方」の講義 

2.地域地震情報株式会社の川合一明氏による

「災害想定訓練」に関する講義と演習 

3.人文学部法律経済学科の前田定孝准教授によ

る「想定される地震被害と被害想定」の講義 

BCP策定のポイント
① 避難場所・ルートの確保
② 従業員の安否確認方法
③ 会社の最重要設備が被害を受けても早期に
生産再開できる計画

④ 生産設備などが完全に破壊された場合に、
他社と連携を取り、代替生産をしてもらうな
どの代替戦略の策定

コンビナートでの火災、ビルや密集した民家

の倒壊が想定されます。1時間後には津波が

予想され、四日市特有のものとして埋没ガス

パイプが二次災害を引き起こすかもしれま

せん。

4 

5 

三重大学公開講座

BCP策定セミナー

中小企業を対象にした 
実践的セミナー 

BCP（事業継続計画）とは 
　企業が大災害に被災した時、災害からどうやって

立ち直ればよいか、早期の事業再開を目指して予め

被害軽減対策を行い、危機管理を手順化することで

危機に備えるものがBCP（事業継続計画）です。 

 

 

　東日本大震災で見る限り、大企業においてもBCP

計画が十分社内に浸透していない場合が多いうえ、

中小企業においては単独でBCP計画を策定するこ

とだけでも容易ではありません。 

　そこで三重大学では、BCPの理論とマニュアル作

成の実務を組み合わせた中小企業向けのセミナーを

企画しました。単発のセミナーではなく、実際に会社

のBCP策定を行うところまでを目標にした中小企業

対象のセミナーは中部地区でもまだ珍しいといえま

す。今回のセミナーには、地元四日市市の企業16社

17名が参加しました。 

 

セミナーの内容 
　最大震度6強の東海・東南海・南海の3連動地震が

発生したという想定のもと、地震が起きたときに自社

がこうむる被害をイメージし、それに対して考えられ

る防災対策を中心に議論します。

　具体的には、ヒト・モノ・カネの経営資源に対して、

現状と設定した地震に襲われたときのイメージや、

考えられる防災対策をワークシートに埋める作業な

どを行ないました。

　最終回には、各社のBCPの発表会などを行いま

した。

※今回のセミナーは8月から12月にわたり、全6回開催されました。
主催・企画：三重大学人文学部、三重大学社会連携研究センター
後援：四日市市、四日市商工会議所、中小企業家同友会、コラボ産学官三重支部

1 

3

2 

大学講座

↑↑
今年で34年目を迎える「四日市市民大学」。三重大学で
は８年前より講座を開講しています。現代社会がはらむ問
題や課題を題材に議論し、一緒に考えながらテーマの理
解や問題解決の糸口を探っていきます。

「学び」は学生だけのもの、キャンパスの中だけのものだと思っていませんか。
今回は、誰でも参加できる三重大学の講座を集めてみました。あなたにぴったりの講座は見つかるでしょうか？

あなたにぴったりな講座はどれ？

無料講座で学びたい

農業や料理に興味がある

仕事で役立つ知識を身につけたい

はい いいえ

がおすすめ！がおすすめ！がおすすめ！ がおすすめ！ がおすすめ！

こどもわかもの
育成プロジェクト

三重大学附属農場
「楽農」講座

四日市市民大学
21世紀ゼミナール

※開講時期、受講者募集の有無については、各機関にお問い合わせください。

三重大学
文化フォーラムMip特許塾

リピーター多数、
市民の学習意欲を
刺激し続けている講座

21世紀ゼミナール
（四日市市民大学講座内）

四日市市内在住、在勤、あるいは
在学の方。

四日市市 文化国際課　TEL：059-354-8239

（受講資格に制限あり）

こどもと一緒に参加したい

四日市市主催、三重大学四日市フロント企画運営

お問い合わせ

受講資格

人生を豊かにする
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??

第一弾は、「親子で取り組む健康づくり」と題して、食習慣
の欧米化にともなって増加する小児生活習慣病について、
その病態と予防に関する正しい知識を親子で考えました。
尾鷲の魚を使った魚寿司つくりなどを、親子が一緒に楽し
みました。

こどもと一緒に学ぶ
親子イベント

こどもわかもの育成
プロジェクト

MAP みえこどもの城　
こどもわかもの育成プロジェクトチーム
TEL：0598-23-7735

みえこどもの城・三重大学連携事業

お問い合わせ

「地域の人々に語り　地域の人々に学び　地域の人々に
根ざす」をモットーに各市で開催されるフォーラム。自然科
学・人文科学・社会科学・芸術・体育等の幅広い分野の
テーマを取り上げ、意見交換します。23年度は志摩市、鳥
羽市、伊賀市で開催。

地域の文化と、
いま知りたいテーマを
取り上げるフォーラム

三重大学
文化フォーラム

三重大学文化フォーラム　
ホームページ：
http://www.lib.mie-u.ac.jp/seminar/forum/index.html

お問い合わせ

三重大学大学院教授をはじめ、教職員が講師を務める講
座。大学附属農場で果実や野菜に含まれる美味しさの成
分や効用を学び、実践を通して農業への理解を深めます。
ミラクルフルーツやアテモヤなど珍しい果実の試食もあります。

大学の農場で、
おいしさのナゾを知る
体験型農業講座

大学ファーム・楽農講座
（津中日文化センター講座内）

津中日文化センター　TEL：059-225-8411

三重大学附帯施設農場・津中日文化センター共同企画

お問い合わせ

近年、知的財産がより重要視されています。特許のプロに
よる実践的な講義は、受講者の満足度も高く、地域企業
の研究開発従事者からは今後の仕事に役立つと評価さ
れています。

元特許庁審査官らを
講師に迎えた、
発明・特許の人気講座

Mip特許塾
（Mip：Mie intellectual property）

Mip特許塾実行委員会 事務局TEL：059-231-9822

三重大学、津市、株式会社三重ティーエルオー主催

お問い合わせ

10月　第１回 イチゴ栽培管理 Ⅰ（定植）　第２回 食品加工・小麦の利用　製パン
11月　第１回 柿の脱渋　第２回 果物（ミカン，アテモヤ，ミラクルフルーツなど）試食
12月　第１回 アブラナ科冬野菜の収穫　第２回 食品加工・漬物造り　
 １月　第１回 イチゴ栽培管理Ⅱ　第２回 果樹の剪定Ⅰ（落葉果樹）
 ２月　第１回 果樹の剪定Ⅱ（落葉果樹）　第２回 食品加工・ミカン缶詰製造
 ３月　第１回 果樹の剪定Ⅱ（常緑果樹）　第２回 果樹の剪定Ⅱ（常緑果樹）

大学ファーム楽農講座 -おいしさのナゾと体験コース
2011年11月

2012年1月

第１回 11日 「特許法と活用事例」
第２回 18日「その時特許をどう活かしたか（企業における事例１）」
第３回 25日「その時特許をどう活かしたか（企業における事例２）」
第４回 11日「知財契約と成功事例」
第５回 18日「知って得する契約事例（企業における事例１）」
第６回 25日「知って得する契約事例（企業における事例２）」

2011年度の開催

※次回の内容は未定です。

人生を豊かにする
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取り組み
日本全国で問題となっている獣害。

なぜ獣害は起こるのか。どういった対策が有効なのか。

今回は、さまざまな立場で取り組む獣害対策をご紹介します。

日本全国で問題となっている獣害。

なぜ獣害は起こるのか。どういった対策が有効なのか。

今回は、さまざまな立場で取り組む獣害対策をご紹介します。

獣害対策の特 集

12 13



近年、全国で鳥獣による被害が深刻になっています。
三重県でも農林水産物への被害が増加し、さらに人里に鳥獣が出現することによる
さまざまな被害や事故が起きています。鳥獣被害は、農林漁業者だけの問題ではありません。
獣害の現状を知り、その対策について一緒に考えてみませんか。

獣害に関する調査活動や被害対策の研究・助言等を行っている
三重大学伊賀研究拠点の山本好男教授に、
農業被害の現状と被害を軽減するための対策についてうかがいました。

被害が増え始めた時期
平成19年度 獣害状況調査（集落調査）
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（出所：農林水産省） （出所：三重県農水商工部）

全国における鳥獣による
農作物被害の推移

「それぞれの獣害がいつ頃から増え始めたか」という
設問に対しての回答を整理したもの

■１「えさ場」をなくす

■２ 隠れ場を少なくする

■３ 囲えるものは（正しく）囲う

■４ 正しく追い払う

■５ 適正に捕獲する

獣害対策
５箇条

増加する
鳥獣被害に
ついて考える

年度（平成）

■水産被害　■林業被害　■農業被害

（出所：三重県農水商工部）
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三重県における野生鳥獣による
農林水産物の被害状況

農林水産業における獣害被害額

三重県農業研究所撮影

三重県農業研究所撮影

三重県農業研究所撮影

三重県農業研究所撮影
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野生獣が里に下りてきたわけ
　山に生息していた野生獣が里に現れるようになっ

た理由はさまざまです。

　ひとつは、人が山や農地に足を踏み入れる機会

が減ったため、野生獣が里に下りやすくなったこと

です。昔は柴刈りや山菜を採るために山を歩いた

り、田畑の草刈りや水路の点検のために、人々が

頻繁に里と山とを行き来していました。しかし、電

気・ガスの普及によって柴刈りの必要がなくなり、

水路や溝はコンクリートで固められ、日常的な手入

れをせずともよくなりました。そうして、山や田畑

から人の姿が消えていき、野生獣が気楽に山から

下りてくるようになったのです。また、近年拡大し

ている耕作放棄地も獣の格好の隠れ場所になって

います。

　さらに、野生獣の数そのものが増えているという

指摘もあります。昔に比べ暖冬傾向にあり、冬を生

き延びる動物が増えたこと、シカやサルの天敵で

あったニホンオオカミの絶滅などが原因といわれて

います。

　ほかに山林の大規模開発や人工林化による環境

変化などいくつかの理由が考えられますが、もっと

も大きな理由は、里には栄養価の高い食べ物がた

くさんあると野生獣が気づいてしまったことでしょ

う。里の食べ物の味を覚えた野生獣は何度でも田

畑への侵入を試みます。それを防ぐためには、侵

入されてから対処するのではなく、一度でも集落へ

の侵入を許さないことが大事です。このような野生

獣を人里に近づけないための対策が全国で行われ

ています。

農家の抱える大きな苦悩

野生獣にスキを与えない
三重県では「獣害対策５箇条」をつくり、効果的

な獣害対策に取り組むよう指導しています。まず、

動物のエサとなるものはなにかを知り、その「エ

サ場」をなくすことが重要です。収穫しないで放っ

てある果樹や、収穫の残りや被害にあった作物が

そのまま放置されていれば、そこは野生獣にとって

魅力的な「エサ場」です。冬場に生える雑草もエ

サになっている場合があります。手入れのされてい

ない農地や荒れ地の草は刈り取るなどして隠れ場

　三重県内でも、シカ、イノシシ、サルなどが農

業に大きな被害を与えています。春には田植えを

したばかりの苗をシカに食べられ、夏にはイノシシ

に稲を倒され、秋には実った稲穂をイノシシやサ

ルに食べられてしまいます。大切に育てた野菜もサ

ルが食い荒らしていきます。

　このようなことが続くと生産者が生産意欲を失

い、耕作放棄地がさらに拡大するといった悪循環

を起こしています。

　さらに、現在では平野部や住宅地にまで被害が

拡大しています。

を少なくします。また、山と農地のあいだに見通し

の良い緩衝帯を設けることも野生獣が人里に近づ

きにくくなるので有効です。

地域一丸となって
鳥獣被害を防ぐ
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獣害に関する調査活動や被害対策の研究・助言等を行っている
三重大学伊賀研究拠点の山本好男教授に、
農業被害の現状と被害を軽減するための対策についてうかがいました。

中部電力、三重大学、三重県の産学官連携で
深刻な獣害に悩む地区に対し、
「獣害につよい集落づくり」を住民とともに
協力、実施しています。

地域一丸となって
鳥獣被害を防ぐ

　獣害が発生している場所、獣をよく見かける場

所を中心にまち歩き（集落内踏査）を行い、栽培

作物、被害状況、目撃情報、防護柵の設置状況

等を調査します。そして、獣が出没する原因となる

ものと改善策、柵の設置方法、追い払いの実態や

必要性などについて意見交換をしながら集落内の

点検を行います。

　まち歩きで集めた情報や写真を整理し、地図上

に記入します。これをもとに課題の洗い出しと解決

策などについて話し合いを行います。さらに、課題

を抜き出し模造紙に記入、解決策を「自分ででき

ること」、「地域が協力すればできること」、「個人、

地域では実施が困

難なこと」に分類

して記入します。

　多獣種防護柵等の設置訓練を実施します。囲え

る畑はネットや柵でできる限り囲うことが大事です。

柵に隙間がないか、

囲いやネットと地面

の間に隙間がないよ

うにしっかりと囲い

ます。

　追い払い器具（ロケット花火鉄砲、パチンコなど）

を使った追い払い訓練を実施します。サルを見た

ら自分の農地以外でも集落から出ていくまで追い払

うこと、他の人が追い払い始めたら自分も参加し、

複数で追い払うことが大事です。

　結果、獣害被害を軽減することができました。こ

れからも、地域の皆が協力して対策を継続していく

ことが大切です。

農家の抱える大きな苦悩

　三重県内でも、シカ、イノシシ、サルなどによる

食害などで農業に大きな被害を与えています。春

には田植えをしたばかりの苗をシカに食べられ、夏

にはイノシシに稲を倒され、秋には実った稲穂を

イノシシやサルに食べられてしまいます。大切に育

野生獣にスキを与えない

　三重県では「獣害対策５箇条」というものをつ

くり、効果的な獣害防止策に取り組むよう指導して

います。まず、「えさ場」をなくすことが被害対策

に有効です。それには、動物のえさとなるものはな

にかを知ることが大事です。収穫しないで放ってあ

る果樹があったり、収穫の残りや被害にあった作物

をそのまま畑に捨てていれば、それは野生獣にとっ

て魅力的なえさになります。また、冬場に生える雑

草などもえさになっている場合があります。手入れ

のされていない土地は野生獣の隠れ場所になって

集落のえさ場としての価値を下げることが大事なのです。

いるので不要な草やヤブは刈り取り、山と農地の

あいだに見通しの良い緩衝帯を設けることも野生

獣が里に近づきにくくするために有効です。

てた野菜もサルが食い荒らしていきます。

　このようなことが続くと生産者が生産意欲を失

い、耕作放棄地がさらに拡大するといった悪循環

を起こしています。

　さらに、現在では平野部や住宅地にまで被害が

拡大しています。

獣害に強い集落の条件
●獣害対策について集落の合意形成ができている
●獣害対策を実施する組織がある

●連続して被害対策や協議が行われている
●被害や対策の状況が具体的に把握できている

１獣害および獣害対策の実態調査 ３防護柵の設置

４追い払いの実施

２獣害マップの作成

集落内を歩いて栽培され
ている作物や防護柵の調
査をする

集落内踏査で調べたことを、
意見交換しながら地図に記
入する 

追い払い訓練の実施

住民が協力して防護柵を設置する
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「よみがえりの門前町」に向けた

三重、大門の歴史をたどって、まちに人の流れがよみがえる
　津センターパレスで行われた各展示のほか、大門商店街では大門の明治・大正の華やかな賑わい、戦災の姿、
戦後の力強い復興の様子がわかる写真展を開催しました。
　また、津観音資料館では、津観音が所蔵する貴重な宝物が無料公開されました。津観音の境内では「藤堂
高虎の生涯」展を開催し、高さ２ｍの竹タワー８本に藤堂高虎の豊かな生涯を描いた絵物語を展示しました。
　このように、津センターパレスから大門商店街、そして津観音へと、展示を見て回って大門商店街に人の流
れを作る仕掛けづくりを試みました。

歴史と高虎に学び、街をよみがえらせるシンポジウム
歴史を活かしたまちづくりの担当者や歴史の専門家をパネリストに迎えたシンポジウムを開催しました。

藤堂高虎ゆかりの地から地へ、その軌跡がよみがえる

津観音の「抜苦与楽地蔵」除幕式、商店街のイベントとも連携して、
大門への集客に取り組み、「よみがえりの町」への第一歩を踏み出しました。

ガイドとともに四天王寺、津城など藤堂高虎ゆかりの地を散策するツアーを開催しました。市外からの参加者が
多くありました。

　県内で歴史を活かしたまちづくりに取り組む鳥羽市、伊賀市、玉城町
で活躍の３名をパネリストに迎え、特色ある３地域の取り組みから学び、
大門の活性化を考えました。

お問い合わせ　〒514‐8507 三重県津市栗真町屋町1577 三重大学地域戦略センター　Tel 059-231-9899    http://rasc-mie.jp/

津センターパレス「三重の街道とお城旅」
「戦国の世を駆け抜けた姫お江」パネル展

大門商店街の空き店舗壁面に設けられた
「よみがえれ津・大門」写真展

津観音境内の「藤堂高虎の生涯」展

大門活性化プロジェクト Y★D Project！

◆シンポジウム『歴史を活かしたまちづくり～三重・戦国時代再発見～』

　３名のパネリストを迎え、それぞれの視点から高虎の魅力をお話しいた
だき、約120名の参加者と「高虎から学ぶまちづくり」や「津城の復元」
について考えました。

◆津城築城四百年記念シンポジウム『現代によみがえる藤堂高虎』

三重大学地域戦略センターは、三重県からの委託業務を受け、
2011年5月から12月にかけて観光活性化プロジェクト提案事業に取り組みました。
歴史を活かした観光地づくりとともに、大門商店街の活性化を図ることを目指し、
『よみがえりの門前町』をテーマにまちおこしプロジェクトを展開しました。

　大阪大学中之島センター10階にて、「三重大学先端研究シンポジウム」を開催し、三重大学の最先端研究

と社会貢献活動について発表しました。

　環境省事務次官の南川 秀樹氏を迎え、三重大学にて環境セミナーを開催しました。環境の今と未来を考

える素晴らしい機会となりました。

2011.6.27 Mon くもりのち雨

環境セミナー ―世界一の環境先進大学―三重大学の環境への取り組み

　東京ビッグサイトにて、総勢146名の大学・国公立研究所の研究者が最先端の研究成果を発表するバイオ

アカデミックフォーラムが開催され、三重大学からは３名の研究者が発表しました。

　分野・産学の境界を越えた交流が活発に行われました。

2011.6.29 Wed 
~7.1

 Fri 晴れのちくもり

バイオアカデミックフォーラム（併催：第１０回国際バイオＥＸＰＯ）

広い会場が多くの聴講者で埋め尽くされた。

15：10　環境省事務次官 南川秀樹氏より、 講
演 「環境の将来に向けた行政の取組と研究」
が行われた。

三重大学のブースに訪れた人々に、 研
究成果と大学の活動をＰＲした。

三重大学の教員３名による研究発表が行われた。

多くの人々が熱心に発表に
聞き入っていた。

16：10　南川事務次官、 内田学長、 学生
ISOメンバーを中心とした学生が 「望まれる環境
とは」 について語りあった。

三重大学の教員４名による研究発表が行われた。

西日本電信電話株式会社相談役
森下俊三氏による特別講演が行われた。

2011.6.24  Fri 晴れ

三重大学シンポジウムin Osaka　―環境・自然を考える最先端研究―

28 29



　「知を結ぶ。-未来の芽を育てよう-」をテーマに、産が必要とする「知」と、学が生み出す「知」をより積極的

に結ぶ場として、展示会と各種プレゼンテーションが開催され、三重大学も出展しました。

　四日市ドームにて、みえ産学官研究交流フォーラム2011（併催：リーディング産業展みえ2011）が開催され

ました。三重県内の大学・高等専門学校・公的研究機関等が、産業界や地域社会との交流を目的として、日頃

の教育・研究活動の成果を発表しました。2日間でたくさんの方々が来場し、盛況のうちに終了いたしました。

2011.11.2 Wed~3 Thu 晴れ

みえ産学官研究交流フォーラム2011

会場となった東京・有楽町の東京国際フォーラムに
は荒天の中、2日間で28,000人以上が来場した。

地域イノベーション学研究科 苅田修一教授
が 「糖質結合モジュールによる植物土壌病害
防除」 に関する研究成果を発表した。

苅田教授と三重大学の教員・スタッフとともに。

9：40　オープニングセレモニーにてテープカットが
行われた。

13：00　鶴岡研究科長によるセミナー「～なぜ三
重大学に日本初の地域イノベーション学研究
科が設立されたのか？～」が開催された。 15：00 　最先端の電池やロボットに、子どもたち

は興味津 。々

区画の中央に位置する新企画エリアでは関
連商品の試食・試飲が行われ、好評だった。

12：00　出展ブースの展示を来場者らが興味
深く眺めていた。

13：30　各ブースをまわってインタビュー。その様子
を大型モニターで中継。

2011.9.21 Wed ~22  Thu 台風

イノベーションジャパン2011―大学見本市

11.3 Thu

11.2 Wed

三重大学キャンパス・インキュベータ 
http://www.crc.mie-u.ac.jp/incu/indexi.html 

三重大学全学シーズ集
http://www.crc.mie-u.ac.jp/seeds/

三重大学産学官民連携マガジンVol.09

発行日：2011年12月
発　行：国立大学法人三重大学社会連携研究センター
〒514 - 8507 三重県津市栗真町屋町1577
TEL：059 -231- 9763

制　作：三重大学社会連携研究センター
　　　　株式会社コミュニケーションサービス

今号はページ数を増やし、いつもよりボリュームアップした形でお届けし

ます。「特色あるまちの取り組みPR」は四日市市を特集。地場産業とコラ

ボした商品が世界でヒットしていることを知って驚きました。さらに、県

内で深刻な被害を及ぼしている「獣害」について取り上げました。野生獣

を寄せ付けないための予防策、地域ぐるみでの追い払い、プロの手によ

る駆除、山の恵みをいただくジビエ料理と、さまざまな取り組みを通じて

獣害問題を考えていけたらと思っています。 （鈴）

［表紙写真］四日市港ポートビル
展望展示室から見た、四日市港コ
ンテナターミナル。三重と世界を
つなぐ海の玄関口になっている。

編集後記

？ 

解けない問題

新たな発想

受託研究

アドバイスが必要

互いのアイディア、
ノウハウ、設備等
の共有が必要

大学の持つ、特殊
な設備やノウハウ
が必要

・問題解決
・研究開発テーマ
 発見

・実験、調査などの
 結果

・新製品
・ノウハウ
・知的財産
・人材育成

三重大学との産学官連携による研究開発の基本的な流れ

？ 

！ 

？ 

共同研究

技術相談

産学官連携を進めるために
本学の利用方法

三重大学との連携産学官連携の
きっかけ

コーディネーター
による面談

産学官連携の
総合窓口

連携で得られるもの産学官連携
コーディネーター

社会連携研究
センター

産学官連携のノウ

ハウと、専門知識

を持ち、問題や得

たい成果・結果に

応じた連携の方針

を立案します。 

 

産学官連携の総合

窓口となり、関係

機関と連携して、

産学官連携を推進

しています。 
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検索三重大学社会連携研究センター

h t t p: / /w w w.crc.mie-u.ac. jp/

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町1577
TEL：059-231-9763　FAX：059-231-9743　E-mail：liaison@crc.mie-u.ac.jp 

■本学への交通案内

近鉄電車「急行」で

近鉄電車「特急」で

名古屋より

大阪より

京都より

約50分

約90分

約110分

バス
約15分

タクシー
約10分

近鉄難波駅

京　都　駅

近鉄名古屋駅
津　

駅

名古屋より

京都・大阪より

約60分

約15分

徒歩
約15分

伊勢中川駅

近鉄名古屋駅 江
戸
橋
駅 三

重
大
学

近鉄江戸橋駅（三重大学前）から徒歩で約15分 

江
戸
橋
駅

津駅東口バスのりば「4番」から三交バス「白塚駅前」

（06系統）、「太陽の街」（40系統）、「三重病院」（51系

統）、「椋本（むくもと）」（52系統）、「豊里ネオポリス」（52系

統）、「三行（みゆき）」（53系統）行きで、「大学前」下車。 

津　

駅

津駅からタクシーで約10分 

アクセス  

中
部
国
際
空
港
「津なぎさまち」から三交バスで「津駅前」まで約15分 

「津なぎさまち」からタクシーで津駅まで約10分 

中部国際空港（セントレア）から 

津エアポートラインで「津なぎさまち」へ40分 

賢島

吉野

大
阪
難
波

鶴
橋

大和八木

京都

伊勢中川

伊勢市 

津

江戸橋

桑名

近鉄名古屋揖斐

▲ 
津なぎさまち 津なぎさまち 

三重大学 中部国際 
空港 
中部国際 
空港 

郵
便
局
 

GS 

正門 

大学前 

江
戸
橋 

（
三
重
大
学
前
）
駅
 
近
鉄
名
古
屋
線
 

志登茂川 

● 

● 

● 
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ロ
ー
ソ
ン
 

● 

三重大学 

三重大学 
附属病院 

至名古屋 

至伊勢 

GS

路線図

周辺地図

三重大学社会連携研究センター
産学官民連携を推進する三重大学の「総合窓口」です


